
区
民
の
く
ら
し
の
実
態
を
区
長
は
ど

う
受
け
止
め
て
い
る
の
か

【
問
】
我
が
党
実
施
の
区
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
こ
の
１
年
で
く
ら
し
が
苦
し

く
な
っ
た
と
答
え
た
区
民
が
77.5
％
で

昨
年
よ
り
２
ポ
イ
ン
ト
増
え
た
。
原

因
の
第
一
位
は
物
価
高
、
つ
い
で
増

税
、
医
療
費
の
負
担
増
と
続
く
。
区

長
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

【
区
長
】
社
会
経
済
情
勢
の
先
行
き

不
透
明
感
か
ら
、
区
民
生
活
へ
の
影

響
に
つ
い
て
強
く
憂
慮
し
て
い
る
。

　
財
政
運
営
に
も
慎
重
に
配
慮
し
、

区
民
生
活
に
直
結
す
る
施
策
に
つ
い

て
、
国
・
都
と
の
連
携
を
図
り
、
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
と
、

再
検
討
を
国
に
働
き
か
け
る
べ
き

【
問
】
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

国
の
見
直
し
後
も
事
態
は
変
わ
ら
な

い
。
高
齢
者
差
別
の
し
く
み
を
廃
止

し
、
根
本
的
な
再
検
討
を
国
に
働
き

か
け
る
こ
と
が
、
区
長
と
し
て
の
責

任
あ
る
態
度
で
は
な
い
か
。

【
区
長
】
現
状
で
良
し
と
考
え
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
今
後
も
高
齢
者

本
位
の
制
度
へ
の
改
善
等
を
国
に
要

望
し
、
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

原
油
高
騰
・
物
価
高
か
ら
く
ら
し
と

営
業
を
守
る
緊
急
施
策
を
実
施
せ
よ

【
問
】
①
議
会
採
択
さ
れ
た
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
お
け
る
食
事
代
支
援
等
は
来

年
ま
で
待
て
な
い
事
態
で
あ
る
。
こ

の
時
期
に
給
食
費
補
助
と
送
迎
用
自

動
車
の
ガ
ソ
リ
ン
代
補
助
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
福
祉
灯
油
の
実
施
、
高
齢

者
の
宅
配
給
食
サ
ー
ビ
ス
等
へ
の
支

援
や
、
②
保
育
園
給
食
に
対
し
て
も

支
援
を
行
う
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
福
祉
】
①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
お
け

る
食
事
代
補
助
は
、
介
護
保
険
の
枠

内
と
す
べ
き
で
あ
り
、
第
４
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い

く
。
福
祉
灯
油
、
送
迎
用
自
動
車
の

ガ
ソ
リ
ン
代
補
助
、
高
齢
者
宅
配
給

食
サ
ー
ビ
ス
へ
の
支
援
は
、
国
の
財

政
支
援
の
内
容
が
不
明
確
な
中
で
は
、

区
独
自
で
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

【
子
ど
も
】
②
保
育
園
給
食
に
つ
い
て
、

12
月
予
定
の
国
の
運
営
費
補
助
改
定

で
、
食
材
費
や
光
熱
費
の
物
価
上
昇

分
を
反
映
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

文
化
芸
術
劇
場
運
営
に
対
し
て
区
は

ど
う
関
わ
っ
て
い
く
の
か

【
問
】
文
化
芸
術
劇
場
運
営
で
の
区

の
関
わ
り
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
区
民
文
化
・
芸
術
を
ど
の
よ

う
に
発
展
向
上
さ
せ
て
い
く
の
か
。

【
生
涯
学
習
】
施
設
の
設
置
者
と
し

て
、
劇
場
が
適
正
か
つ
円
滑
に
運
営

さ
れ
る
よ
う
指
導
・
監
督
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
区
民
の
声
を
反
映
さ
せ
た

演
劇
の
鑑
賞
機
会
の
提
供
等
様
々
な

文
化
事
業
を
実
施
し
、
文
化
・
芸
術

の
向
上
に
寄
与
さ
せ
て
い
く
。

少
人
数
学
級
実
現
へ
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か

【
問
】
少
人
数
学
級
の
一
日
も
早
い

実
現
を
望
む
が
、
進
捗
状
況
と
、
来

年
度
実
現
に
向
け
て
の
決
意
を
伺
う
。

【
教
育
長
】
引
き
続
き
都
教
委
に
要

請
す
る
と
と
も
に
、
新
年
度
よ
り
、

小
学
１
年
生
を
対
象
に
１
ク
ラ
ス

36
人
以
上
の
場
合
、
ク
ラ
ス
数
に
応

じ
１
名
な
い
し
２
名
の
非
常
勤
講
師

を
配
置
し
、
35
人
学
級
と
同
様
の
効

果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

介
護
保
険
料
値
上
げ
し
な
い
で

【
問
】
区
民
生
活
は
深
刻
で
あ
り
、

値
上
げ
す
べ
き
で
な
い
。
介
護
給
付

の
抑
制
等
で
67
億
円
も
の
余
剰
金
が

生
じ
る
見
込
み
で
あ
る
。
22
億
円
あ

れ
ば
介
護
保
険
料
を
据
え
置
く
こ
と

が
で
き
る
。
余
剰
金
か
ら
一
般
会
計

に
戻
す
分
を
介
護
保
険
基
金
に
ま
わ

し
保
険
料
は
値
上
げ
す
べ
き
で
な
い
。

【
福
祉
】
介
護
保
険
は
社
会
全
体
で

支
え
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
一
般

会
計
か
ら
の
財
源
投
入
は
考
え
て
い

な
い
。

特
定
健
診
の
延
長
、
検
査
項
目
を
増

や
す
等
の
改
善
を

【
問
】
特
定
健
診
は
９
月
末
が
期
限

だ
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
受
診
率
は
あ

が
ら
な
い
。
受
診
期
間
を
延
長
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
人
工
透
析
に
至
る
危
険
性

が
あ
る
慢
性
腎
臓
病
を
予
防
す
る
た

め
、
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
を
検
査
項

目
に
加
え
て
は
ど
う
か
。

【
区
民
】
特
定
健
診
の
９
月
末
受
診

率
は
約
18
％
で
あ
る
た
め
、
受
診
期

間
を
12
月
末
ま
で
延
長
す
る
。

　
ま
た
、
慢
性
腎
臓
病
予
防
に
は
尿

検
査
も
有
効
だ
が
、
検
査
項
目
増
に

つ
い
て
は
財
政
負
担
も
あ
り
、
今
後

の
検
討
課
題
と
す
る
。

突
然
の
福
田
首
相
辞
任
に
つ
い
て
区

長
の
所
感
を
問
う

【
問
】
福
田
首
相
辞
任
に
つ
い
て
、

地
方
行
政
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
、
区
長
の
所
感
を
伺
う
。

【
区
長
】
今
後
の
国
政
に
つ
い
て
、

足
立
区
長
と
い
う
立
場
で
十
分
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
区
民
生
活
の
向
上
と
地
域
社
会
の

活
性
化
を
着
実
に
実
現
す
る
た
め
、

責
任
を
持
っ
て
区
政
運
営
に
取
り
組

む
所
存
で
あ
る
。

教
員
の
時
間
外
手
当
を
検
討
す
べ
き

【
問
】
過
酷
な
労
働
環
境
で
あ
る
教

員
の
勤
務
状
況
や
教
職
調
整
額
に
つ

い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

ま
た
、
区
独
自
に
時
間
外
勤
務
手

当
の
支
援
策
等
も
検
討
す
る
必
要
性

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
学
校
教
育
】
職
務
と
勤
務
態
様
の

特
殊
性
か
ら
、
超
過
勤
務
手
当
等
の

制
度
を
除
外
し
、
一
律
４
％
の
教
職

調
整
額
を
支
給
し
て
い
る
。

　
改
正
に
は
国
を
挙
げ
て
の
議
論
が

必
要
で
あ
り
、
区
独
自
の
時
間
外
勤

務
手
当
支
給
等
は
考
え
て
い
な
い
。

　
今
後
、
国
等
の
動
向
等
に
充
分
留

意
し
て
い
く
。

【
政
策
経
営
】
誘
致
し
た
大
学
の
活

用
は
重
要
で
あ
り
、
現
在
見
直
し
中

の
「
足
立
区
文
化
産
業
・
芸
術
新
都

心
構
想
」
の
改
定
も
、
必
要
に
応
じ

民
間
の
力
を
借
り
た
い
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｔ
跡
地
の
計
画
に
つ
い

て
は
、
地
元
か
ら
健
康
増
進
施
設
を

始
め
と
す
る
様
々
な
意
見
や
要
望
を

頂
い
て
い
る
。
現
在
、
区
・
東
京
電

機
大
学
・
Ｕ
Ｒ
と
の
基
本
協
定
を
基

に
協
議
や
調
整
を
進
め
て
お
り
、
そ

の
中
で
地
元
の
要
望
を
伝
え
て
い
く
。

「
協
働
社
会
」
を
推
進
せ
よ

【
問
】「
協
働
」
に
つ
い
て
区
民
が

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
感

想
を
伺
う
。

　
ま
た
、
職
員
の｢

区
民
第
一｣

と

い
う
姿
勢
が
望
ま
れ
る
と
と
も
に
、

区
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
仕
組
み

づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
う
が
伺
う
。

【
政
策
経
営
】
区
民
評
価
委
員
会
か

ら
「
区
民
へ
の
認
知
が
不
十
分
で
あ

る
」
と
の
指
摘
が
あ
り
、｢

協
働｣

を

一
層
の
努
力
と
工
夫
で
拡
大
す
る
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
区
民

第
一
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
現
場
で

吸
い
上
げ
た
意
見
を
政
策
に
反
映
さ

せ
る
仕
組
み
も
検
討
す
る
。

緑
の
保
全
と
創
出
を
図
る
べ
き

【
問
】
垳
川
沿
い
の
神
明
・
六
木
遊

歩
道
や
葛
西
用
水
親
水
水
路
、
区
西

側
に
あ
る
見
沼
代
親
水
公
園
等
の
地

域
を
、
景
観
重
要
公
共
施
設
に
指
定

す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

 
 

ま
た
、
神
明
・
六
木
遊
歩
道
の
民

地
境
界
部
の
樹
木
を
保
存
す
る
た
め
、

公
有
地
化
の
範
囲
を
広
げ
て
は
ど
う

か
、
見
解
を
伺
う
。

【
都
市
整
備
】
垳
川
、
葛
西
用
水
親

水
水
路
及
び
見
沼
代
親
水
公
園
は
、

「
景
観
重
要
公
共
施
設
」
に
指
定
す

る
方
向
で
検
討
す
る
。
特
に
、
垳
川

及
び
見
沼
代
親
水
公
園
周
辺
地
区
は
、

「
特
別
景
観
形
成
地
区
」
に
指
定
す

べ
く
、
都
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
垳
川
沿
い
の
緑
を
守
る
た

め
、
国
庫
補
助
の
活
用
等
、
実
効
性

あ
る
施
策
の
実
施
に
向
け
検
討
す
る
。


